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注
意
事
項
一
、
試
験
開
始
の
合
図
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
を
開
か
な
い
こ
と
。

二
、
試
験
中
に
問
題
冊
子
・
解
答
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ

l
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
下
書
用
紙
の

不
備
等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
。

三
、
試
験
開
始
後
に
、
問
題
冊
子
・
解
答
用
紙
・
下
書
用
紙
の
枚
数
を
確
認
し
、
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。

四
べ
解
答
用
紙
に
は
、
必
要
事
項
以
外
は
記
入
し
な
い
こ
と
。

玉
、
解
答
は
、
必
ず
解
答
用
紙
の
指
定
さ
れ
た
箇
所
に
記
入
す
る
こ
と
。

六
、
配
付
さ
れ
た
解
答
用
紙
は
、
持
ち
帰
ら
な
い
こ
と
。

七
、
試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
・
下
書
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

八
、
試
験
終
了
後
、
指
示
が
あ
る
ま
で
は
退
室
し
な
い
こ
と
。



Eヨ
次
の
文
章
率
問
み
、
あ
と
の
訊
簡
に
答
え
ま
』
い
。
(
一

O
O点
)

持
続
可
能
な
開
発
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
、
今
日
、
主
流
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
持
続
可
能
な
開
発
を
「
経
済
・
社
会
・
環
境
」
と
い
う
3
つ
の
「
柱
」
で
構
感
c
れ
る
も
の
と
し
て
捉
え

る
概
念
恐
組
み
で
あ
る
。
こ
の
概
ゐ
縫
組
み
を
「
3
本
柱
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

図
ー
で
は
、
経
済
・
社
会
・
環
境
が
、
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
「
屋
根
」
を
支
え
る
「
柱
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、

3
本
柱
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
は
、
こ
の
他
に
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
図
2
の
よ
う
に
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
関
係
が
ベ
ン
図
で
示
さ
れ
る
こ
と
、
私
多
い
。
図
2
で
は
、
経
済
・
社
会
・
環
境
を
~
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
「
柱
」
と

い
う
よ
り
も
む
し
ろ
相
互
に
関
連
す
る
「
領
域
」
と
し
て
把
握
す
べ
き
と
い
三
県
や
、
持
続
可
態
な
開
発
と
は
経
済
・
社
会
・
環
境
の
3
領
域
の
調
和
、
あ
る
い
は
「
言
ロ
1
5
3
1
5ロ
関
係
」
を

目
指
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
点
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

3
本
柱
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
図
3
の
よ
う
に
同
心
円
の
図
で
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
3
領
域
が
、
「
環
境
な
く
し
て
社
会
な
し
、
社
会
な
く
し
て

経
済
な
し
」
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
図
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

3
本
柱
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
は
い
く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
更
も
経
済
・
社
会
・
環
境
を
持
続
可
能
な
開
発
に
お
け
る
3
つ
の
柱
と
し
て

把
握
す
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

3
本
柱
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
今
日
国
内
外
で
普
及
し
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、

3
本
柱
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
持
続
可
能
な
開
発
の
理
全
集
施
策
に
対
し
て
、
様
々
な
角

度
か
ら
批
判
的
検
討
も
な
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、

A
Iや
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
科
学
持
祷
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
通
じ
て
「
緑
の
経
済
成
長
宥

og
司

05)」
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
動

図1: 3本柱フL戸ムワーク

図2:ベン図で示された

3本柱フLr-ムワーク
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図3:同心円図で示された

3本柱フレームワーク
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き
が
世
界
的
に
加
速
し
て
い
る
が
、
従
来
の
資
本
事
委
第
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
し
た
「
緑
の
経
済
成
長
」
の
取
り
組
み
は
、
「
環
境
」
や
「
社
会
」
に
過
剰
な
急
何
を
か
け
つ
づ
け
る
も
の
で
し

か
な
い
と
い
う
指
摘
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
出
典
原
知
章
「
文
化
的
持
続
可
能
性
と
は
何
か
|
|
日
本
か
ら
問
い
直
す
」
原
知
章
編
『
文
化
的
持
続
可
能
性
と
は
何
か
|
|
文
化
の
ゆ
る
や
か
な
共
鳴
を
捉
え
る
た
め
に
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

・
出
版
、
二

O
二
三
年
。
た
だ
し
、
出
題
に
あ
た
り
、
全
体
の
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
一
部
省
略
改
変
し
た
。
)

設
問右
の
文
章
の
内
容
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
開
発
を
め
ぐ
る
理
念
や
目
標
、
一
そ
れ
に
基
づ
く
墓
零
計
画
、
そ
し
て
日
々
の
生
活
に
お
け
る
実
践
に
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
っ
た
ら

よ
い
だ
ろ
う
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
四
O
O字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。
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